






要約:免疫複合体性血管炎の prototypeである血清病を幼若日本猿に惹起し,冠状動脈病変

の部位別強度を,家兎のそれと比較した。血管炎自体は家兎より軽度であったが,部位別強

度は家兎とは逆に,主幹部が末梢に比較し強かった。さらに主幹部病変では外膜が最も高

度であることから,免疫複合体性血管炎の発症機転に占める栄養血管の役割を示唆した。


